	23
（月）
	伝道 (でんどう)再生産 (さいせいさん)

	
	使2章41節　彼 (かれ)のことばを受 (う)け入 (い)れた人々 (ひとびと)はバプテスマを受 (う)けた。その日 (ひ)、三千人 (さんぜんにん)ほどが仲間 (なかま)に加 (くわ)えられた。

	
	Remnantはキリストとともにいる奥義 (おくぎ)によって、成 (な)り立 (た)つ伝道 (でんどう)の答 (こた)えを受 (う)けましょう。どのように、この答 (こた)えを受 (う)けることができるのでしょうか。

１つ目 (め)、300%の奥義 (おくぎ)を知 (し)りましょう。使徒 (しと)1章 (しょう)1節 (せつ)キリスト、3節 (せつ)神 (かみ)の国 (くに)、8節 (せつ)ただ聖霊 (せいれい)を味 (あじ)わうことに集中 (しゅうちゅう)しましょう。すると、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)のように集中 (しゅうちゅう)する弟子 (でし)を作 (つく)る再生産 (さいせいさん)のシステムが作 (つく)られます。２つ目 (め)、再生産 (さいせいさん)伝道 (でんどう)とは何 (なに)なのかを知 (し)りましょう。まず伝道 (でんどう)現場 (げんば)で伝道 (でんどう)の門 (もん)が確実 (かくじつ)に開 (ひら)かれる所 (ところ)でするタラッパンです。集中 (しゅうちゅう)の奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わう弟子 (でし)が出 (で)てくる時 (とき)までするのです。そして、人 (ひと)を癒 (い)やすチームの働 (はたら)き、家庭 (かてい)を生 (い)かすミッションホーム、職場 (しょくば)の中 (なか)で弟子 (でし)を見 (み)つけて癒 (い)やす専門 (せんもん)の働 (はたら)き、ただ伝道 (でんどう)と祈 (いの)りだけする地域 (ちいき)の地教会 (ちきょうかい)のことです。３つ目 (め)、限界 (げんかい)を超 (こ)える時刻表 (じこくひょう)を知 (し)りましょう。福音 (ふくいん)でないユダヤ人 (じん)思想 (しそう)を超 (こ)えて、イエス様 (さま)が公生涯 (こうしょうがい)で語 (かた)られた救 (すく)いと聖霊 (せいれい)を持 (も)つ時刻表 (じこくひょう)です。次 (つぎ)は宗教 (しゅうきょう)のすべての限界 (げんかい)を超 (こ)えるカルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の時刻表 (じこくひょう)、パウロとその弟子 (でし)が超 (こ)えた初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の限界 (げんかい)を超 (こ)えて宣教 (せんきょう)する時刻表 (じこくひょう)です。

Remnantは伝道 (でんどう)運動 (うんどう)を持続 (じぞく)して、伝道 (でんどう)再生産 (さいせいさん)の答 (こた)えを受 (う)けるように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、インマヌエルの奥義 (おくぎ)によって、成 (な)り立 (た)つ伝道 (でんどう)の奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わう答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	24
（火）
	答 (こた)え再生産 (さいせいさん) - 祈 (いの)り(御座 (みざ)、神 (かみ)の国 (くに)、神 (かみ)の国 (くに)のこと)

	
	使2章10節　フリュギアとパンフィリア、エジプト、クレネに近 (ちか)いリビア地方 (ちほう)などに住 (す)む者 (もの)、また滞在中 (たいざいちゅう)のローマ人 (じん)で、

	
	Remnantは御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)を祈 (いの)りましょう。この祝福 (しゅくふく)が私 (わたし)と現場 (げんば)に臨 (のぞ)みます。すると、神 (かみ)の国 (くに)のことが起 (お)こります。その証拠 (しょうこ)が聖書 (せいしょ)に記録 (きろく)されています。

１つ目 (め)、使徒 (しと)2章 (しょう)10節 (せつ)には御座 (みざ)のやぐらを持 (も)って進 (すす)んだ旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを体験 (たいけん)した人々 (ひとびと)が記録 (きろく)されています。２つ目 (め)、使徒 (しと)18章 (しょう)1節 (せつ)から4節 (せつ)の記録 (きろく)です。パウロチームは、アテネの伝道 (でんどう)で実 (み)がなかったのですが、コリントで職業 (しょくぎょう)が同 (おな)じプリスカ夫婦 (ふうふ)に会 (あ)いました。そして、会堂 (かいどう)に入 (はい)るように導 (みちび)かれました。３つ目 (め)、使徒 (しと)18章 (しょう)24節 (せつ)から28節 (せつ)には、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)にあった聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きが、Remnantアポロに伝 (つた)えられました。その後 (あと)、アポロは力強 (ちからづよ)くみことばを伝 (つた)える人 (ひと)になりました。４つ目 (め)、Ｉコリン16章 (しょう)19節 (せつ)には、プリスカの家 (いえ)の地教会 (ちきょうかい)についての記録 (きろく)があります。問題 (もんだい)がある人 (ひと)が答 (こた)えを受 (う)けて、困難 (こんなん)にあっている人 (ひと)には更新 (こうしん)、危機 (きき)にあっている人 (ひと)には機会 (きかい)となるようにする地教会 (ちきょうかい)です。５つ目 (め)、ローマ16章 (しょう)には、237か国 (こく)５千 (せん)種族 (しゅぞく)の前 (まえ)に主 (しゅ)の働 (はたら)きを成 (な)し遂 (と)げることにいのちの危険 (きけん)をおかす弟子 (でし)が起 (お)こりました。その人々 (ひとびと)に神様 (かみさま)が隠 (かく)されていたことを与 (あた)えられました。

Remnantは御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)が私 (わたし)と現場 (げんば)に臨 (のぞ)む祈 (いの)りをしましょう。


	
	神様 (かみさま)、御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)が臨 (のぞ)んで、私 (わたし)と現場 (げんば)に神 (かみ)の国 (くに)のことが起 (お)こるのを見 (み)ますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	25
（水）
	復興 (ふっこう)の再生産 (さいせいさん)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	イエス様 (さま)が語 (かた)られたまことの復興 (ふっこう)が起 (お)こるように祈 (いの)りましょう。キリストがくださった御座 (みざ)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべの答 (こた)えを受 (う)ければ良 (よ)いのです。

１つ目 (め)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしを24味 (あじ)わえば、やぐらが私 (わたし)の中 (なか)に作 (つく)られます。朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)りで３集中 (しゅうちゅう)しましょう。すると、多 (おお)くの人 (ひと)が来 (く)るようになるプラットフォーム、光 (ひかり)を照 (て)らす見張 (みは)り台 (だい)、アンテナが作 (つく)られます。それが作 (つく)られた人 (ひと)には問題 (もんだい)と危機 (きき)、葛藤 (かっとう)が答 (こた)えになります。２つ目 (め)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの力 (ちから)を受 (う)けて、25神 (かみ)の国 (くに)の旅程 (りょてい)を進 (すす)むようになります。神様 (かみさま)が私 (わたし)とともに、インマヌエルでともにおられるシステムが作 (つく)られます。すると、ただ、唯一性 (ゆいいつせい)、再創造 (さいそうぞう)の答 (こた)えが見 (み)えて、絶対 (ぜったい)弟子 (でし)が出 (で)て来 (き)ます。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)の道 (みち)しるべを進 (すす)むようになります。カルバリの丘 (おか)の事件 (じけん)で弟子 (でし)だけが120人 (にん)残 (のこ)りました。オリーブ山 (やま)でまことの答 (こた)えが始 (はじ)まるミッションを受 (う)けました。マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)で多民族 (たみんぞく)弟子 (でし)と３千 (せん)弟子 (でし)が起 (お)きました。アンティオキア教会 (きょうかい)では思想 (しそう)と理念 (りねん)、文化 (ぶんか)を超 (こ)えました。アジアでは暗闇 (くらやみ)文化 (ぶんか)を完全 (かんぜん)に崩 (くず)しました。マケドニアでは困難 (こんなん)が祝福 (しゅくふく)のターニングポイントになりました。ローマはだれも行 (い)けない237-５千 (せん)種族 (しゅぞく)を実際 (じっさい)に生 (い)かした所 (ところ)でした。

Remnantはまことの復興 (ふっこう)の答 (こた)えの主役 (しゅやく)になりましょう。


	
	神様 (かみさま)、御座 (みざ)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべの答 (こた)えでまことの復興 (ふっこう)の主役 (しゅやく)になりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	26
（木）
	変 (か)わらないみことば - 変 (か)わらない弟子 (でし)

	
	ヨシ14章6～15節　その日 (ひ)、モーセは誓 (ちか)いました。『あなたの足 (あし)が踏 (ふ)む地 (ち)は必 (かなら)ず、永久 (えいきゅう)に、あなたとあなたの子孫 (しそん)の相続地 (そうぞくち)となる。あなたが私 (わたし)の神 (かみ)、主 (しゅ)に従 (したが)い通 (とお)したからである。』(9)

	
	Remnantは、神様 (かみさま)が自分 (じぶん)に与 (あた)えられた*空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えがあるという事実 (じじつ)を発見 (はっけん)してください。この答 (こた)えをどのように見 (み)つけ出 (だ)して、受 (う)けるのでしょうか。

１つ目 (め)、確認 (かくにん)することがあります。確実 (かくじつ)にみことばが成就 (じょうじゅ)することを証拠 (しょうこ)として握 (にぎ)りましょう。Remnantが進 (すす)む道 (みち)に、神様 (かみさま)のみことばがどのように成就 (じょうじゅ)するかを確認 (かくにん)するのです。すると、空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えが与 (あた)えられているのが見 (み)え始 (はじ)めます。２つ目 (め)、だまされてはならないことがあります。Remnantは現実 (げんじつ)と環境 (かんきょう)にだまされないようにしましょう。その中 (なか)にある神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を質問 (しつもん)して、見 (み)つけて、握 (にぎ)るのです。Remnantのいのちと未来 (みらい)、すべてが神様 (かみさま)の主権 (しゅけん)の中 (なか)にあるという事実 (じじつ)を確信 (かくしん)すれば良 (よ)いのです。３つ目 (め)、確信 (かくしん)することがあります。確実 (かくじつ)な未来 (みらい)を確信 (かくしん)しましょう。Remnantはキリストによって暗闇 (くらやみ)から解放 (かいほう)されました。ですから、苦難 (くなん)は神様 (かみさま)が与 (あた)えられる証拠 (しょうこ)を見 (み)るためのものです。その道 (みち)の最後 (さいご)は神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)未来 (みらい)である世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)が成 (な)り立 (た)ちます。

それゆえ、落胆 (らくたん)せずにRemnantに残 (のこ)された神様 (かみさま)の空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。そして、三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)って、全世界 (ぜんせかい)を生 (い)かすほど、答 (こた)えを受 (う)けましょう。そのためにも、Remnantにだけ与 (あた)えられた空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)を見 (み)つけ出 (だ)すのです。

*空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご):これまでなかったし、これからもないという意味 (いみ)です。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)に与 (あた)えてくださった神様 (かみさま)の空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを発見 (はっけん)しますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.05.18.1部



	27
（金）
	命 (いのち)を担保 (たんぽ)にした人々 (ひとびと)

	
	ハガ2章1～9節　この宮 (みや)のこれから後 (のち)の栄光 (えいこう)は、先 (さき)のものにまさる。──万軍 (ばんぐん)の主 (しゅ)は言 (い)われる──この場所 (ばしょ)にわたしは平和 (へいわ)を与 (あた)える。──万軍 (ばんぐん)の主 (しゅ)のことば。』」(9)

	
	キリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)るとき、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が御座 (みざ)の力 (ちから)で働 (はたら)かれていることを見 (み)ることができます。すると時空 (じくう)を超越 (ちょうえつ)して空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えが与 (あた)えられているのが分 (わ)かります。これを知 (し)っている人 (ひと)は命 (いのち)をかけることができます。神様 (かみさま)はだれに神殿 (しんでん)を再建 (さいけん)しなさいと語 (かた)られたのでしょうか。

１つ目 (め)、バビロン時代 (じだい)に命 (いのち)を*担保 (たんぽ)にした人々 (ひとびと)です。バビロンでキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)ったRemnantダニエルと三人 (さんにん)の同僚 (どうりょう)がいて、その時代 (じだい)にエステルもいました。この人々 (ひとびと)を通 (とお)してバビロンに時空 (じくう)を超越 (ちょうえつ)する霊的 (れいてき)なことが起 (お)こりました。２つ目 (め)、これから残 (のこ)りの者 (もの)を通 (とお)してなさることの価値 (かち)を知 (し)って命 (いのち)を担保 (たんぽ)にする人々 (ひとびと)です。主 (しゅ)のみことばがハガイに臨 (のぞ)みました。ユダの総督 (そうとく)ゼルバベルと大祭司 (だいさいし)ヨシュア、民 (たみ)の残 (のこ)りの者 (もの)に、強 (つよ)くあれと言 (い)いなさいと語 (かた)られました。３つ目 (め)、次世代 (じせだい)に、この命 (いのち)を担保 (たんぽ)にする価値 (かち)を伝達 (でんたつ)する人々 (ひとびと)です。次世代 (じせだい)に全世界 (ぜんせかい)に来 (く)る霊的 (れいてき)わざわいを止 (と)めることを残 (のこ)しておいて行 (い)くのです。神様 (かみさま)が先 (さき)にあった宮 (みや)を見 (み)た者 (もの)はいるかと尋 (たず)ねられました。エジプトから出 (で)たとき神様 (かみさま)の霊 (れい)がともにおられたように、神様 (かみさま)の霊 (れい)があなたがたの間 (あいだ)にとどまっていると言 (い)われました。この祝福 (しゅくふく)で神殿 (しんでん)を再建 (さいけん)する体験 (たいけん)を持 (も)つように祈 (いの)りましょう。

Remnantは、まず最初 (さいしょ)に３職務 (しょくむ)のキリストの契約 (けいやく)を毎日 (まいにち)味 (あじ)わいましょう。キリストのほかは必要 (ひつよう)ないとなるとき、まことの価値 (かち)を知 (し)るようになります。

*担保 (たんぽ):なにかの事物 (じぶつ)や人 (ひと)に対 (たい)して引 (ひ)き受 (う)けて責任 (せきにん)をとり、間違 (まちが)いないということを証明 (しょうめい)することを言 (い)います。

	
	神様 (かみさま)、まことの価値 (かち)が何 (なに)かを知 (し)って、その価値 (かち)に命 (いのち)をかけるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.05.18.2部

	28
（土）
	今準備 (いまじゅんび)すること

	
	詩78篇70～72節　主 (しゅ)はしもべダビデを選 (えら)び羊 (ひつじ)の囲 (かこ)いから召 (め)し出 (だ)された。乳 (ちち)を飲 (の)ませる雌羊 (めひつじ)の番 (ばん)から彼 (かれ)を連 (つ)れて来 (き)て御民 (みたみ)ヤコブをご自分 (じぶん)のゆずりの民 (たみ)イスラエルを牧 (ぼく)するようにされた。彼 (かれ)は全 (まった)き心 (こころ)で彼 (かれ)らを牧 (ぼく)し英知 (えいち)の手 (て)で彼 (かれ)らを導 (みちび)いた。

	
	神様 (かみさま)は24ともにいると言 (い)われました。そしてRemnantを見張 (みは)り人 (にん)として呼 (よ)ばれました。見張 (みは)り人 (にん)は御座 (みざ)の力 (ちから)があるやぐらが必要 (ひつよう)です。やぐらがあれば、神 (かみ)の国 (くに)を成 (な)し遂 (と)げる旅程 (りょてい)を進 (すす)み、次世代 (じせだい)が進 (すす)むことができる道 (みち)しるべを建 (た)てるようになります。聖書 (せいしょ)の見張 (みは)り人 (にん)はどんな答 (こた)えを受 (う)けたのでしょうか。

１つ目 (め)、ヨセフは王 (おう)も知 (し)らないことを知 (し)って、王 (おう)に知 (し)らせました。王 (おう)より優 (すぐ)れた見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けたのです。そして、未信者 (みしんじゃ)である王 (おう)が、このように主 (しゅ)の霊 (れい)に満 (み)たされた人 (ひと)は、ほかにいないと言 (い)いました。この知恵 (ちえ)をRemnantが受 (う)けるでしょう。２つ目 (め)、王 (おう)を癒 (い)やす見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けました。王 (おう)を癒 (い)やすと237か国 (こく)、５千 (せん)種族 (しゅぞく)が癒 (い)やされました。３つ目 (め)、ダビデはサミットである王 (おう)たちを指導 (しどう)して生 (い)かす、サミットの答 (こた)えを受 (う)けました。羊飼 (ひつじか)いをしていたとき祈 (いの)っていたのですが、用 (もち)いられるようになりました。そして、サムエルが油 (あぶら)を注 (そそ)いでダビデを王 (おう)として立 (た)てることを約束 (やくそく)しました。この日以来 (ひいらい)、主 (しゅ)の霊 (れい)が激 (はげ)しくダビデに臨 (のぞ)みました。それから、ダビデはゴリヤテが現 (あらわ)れたとき霊的 (れいてき)サミットとして出 (で)て行 (い)って、ゴリヤテに勝 (か)ちました。結局 (けっきょく)、王 (おう)になって１千 (せん)やぐらと神殿 (しんでん)準備 (じゅんび)をやり終 (お)えました。

今 (いま)から御座 (みざ)の力 (ちから)があるやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを準備 (じゅんび)しましょう。

	
	神様 (かみさま)、聖書 (せいしょ)の見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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